
学習履歴「M-ログ」の使い方

入力用のテキスト
ボックスや、教材名
を配置します

生徒が横軸と縦軸を見ながら動かしたり、貼り
付けたりできるようにしておきます

右に行くほど、生徒は「多面的・多角的な
見方で考えられた」授業と実感しています
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※内容は一例

教材名を貼り付け
た場合はこのよう
なイメージです

テキストボックスに入力したり、アレンジを加えたりする場合は「PowerPoint版」、スクリーンショット等を貼り付ける場合(背景のみ使用する場合)は「PDF版」をお使いください。

学校の状況に合わせて
アレンジ可能！

次の授業では多面的に考える
展開を計画してみようかな

⇒次の授業構想につなげる

⇒ログを見ながら評価等に生かす

⇒生徒自らが整理・見直し

⇒１人１台端末で共有

授業の振り
返りの記述
が並びます

活用の流れ

⇒生徒に説明し、共通理解する

①活用している授業
支援アプリケーション
等で「M-ログ」を共有
しておく。

②「評価の視点」につい
て生徒に説明する。

③生徒は授業の振り返り
を「M-ログ」上で整理
していく。

④指導者は記述内容や
「M-ログ」の配置を
見て、評価とフィード
バックや授業の省察を
する。

⑤次の授業構想の手が
かりにする。


